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1. はじめに

愛知県の土砂災害に対するソフト対策の取組と課題
愛知県では，土砂災害の危険性に応じて，住民が適切に

避難できるよう世帯毎の避難のタイミングや複数の避難方
法などを記載した「土砂災害マイ・ハザードマップ（以
下，「マイ・ハザードマップ」と称す）」の作成に取り組ん
でいる。 
現行のマイ・ハザードマップの作成支援のプロセスには

2つの課題がある。 
1つ目は，住民によるマイ・ハザードマップ作成から配布

までの作成過程において，地図内に避難ルートや避難行動
等を記入する際に，参加者が付箋等で貼った下書きの内容
をワークショップ後に事務局が清書し，配布するという方
式を取っており，約1か月程度を要することである。
2つ目は，ワークショップ等の企画・運営における人的

資源の不足である。これまで愛知県が主体となり，ワーク
ショップ等の企画・運営を行ってきた。今後さらなる作成
支援活動を展開するために，愛知県のみで対応することに
は限界がある。 

本稿の目的 
上述した現行の作成支援における課題を踏まえて，マ

イ・ハザードマップ作成過程の簡略化と作成支援活動の展
開を促進することを目的として，マイ・ハザードマップ作
成キット（以下，「作成キット」と称す）を制作した。本
稿では，作成キットの概要および作成キット活用した模擬
ワークショップの結果を報告する。 

2. 作成キットの制作

既往事例の整理
愛知県のマイ・ハザードマップは，避難経路や避難場所等

を記載する「地図」の部分と時系列に応じて避難行動等を整
理した「タイムライン」の部分で構成されている。
そのため，各自治体や関係機関で作成されているマイ・ハ

ザードマップ（神戸市 1）等）およびマイ・タイムライン（関
東地方整備局 2），広島県 3)等）と呼称される事例について資
料収集した。収集した資料をもとに，以下の作成キットを制
作した（表 1）。 

表 1 制作した作成キット一覧 

マイ・ハザードマップ台紙の作成と地図の取り込み 
マイ・ハザードマップ台紙は，前述のとおり，地図・タ

イムラインの部分の2つで構成されている。 
全体のデザインとして，他のキットと同様のデザインと

なるように色味等を統一した。
次節で詳述する作成用シール内にある避難行動シールや

印刷した地図等を貼り付ける箇所について，貼り付けを誘
導するような設計にした。
配置については、地図よりも気象・避難情報や緊急連絡

先の内容の方が避難する上では重要な内容であるため，台
紙の上部にタイムライン，下部に地図という配置とした。
タイムラインの部分では，令和 3 年に改正された災害対

策基本法 4)に基づいて避難勧告等の名称を修正し，さらに，
土砂災害の危険度の高まりを地図上で把握することが可能
な「土砂キキクル（気象庁）」5)のQRコードを貼付した。 
愛知県では，「土砂災害・水害情報マップ」6)をWebペー

ジに掲載している。これは，自宅周辺の地図上に「土砂災害

に関する情報（土砂災害警戒区域等）」，「水害に関する情報
（浸水想定区域等）」，「過去の水害実績」を表示できるマッ
プ作成システムである。地図部分を作成する際に，当該シス
テムを活用し，地図を印刷するものとして，作成説明書やガ
イダンス動画等の構成に組み込んだ。

図 1マイ・ハザードマップ台紙と地図の取り込み方法 

作成用シールの制作 
作成用シールは，これまでタイムライン部分の避難行動

欄に貼るシールのみであったが，自宅や避難所，土砂災害等
の危険箇所，凡例，緊急時の連絡先，イラストシールを追加
した。また，全体のデザインは家族みんなで楽しく作成する
ことを意図して，子供たちの参加を求め，柔らかいタッチの
表現に修正した。

図 2 作成用シールとマイ・ハザードマップ完成イメージ 

作成説明書の制作 
作成説明書は，土砂災害の基礎知識からマイ・ハザードマ

ップの作成方法等を記載したガイドブックである。2.1で収
集した事例を参考に新たに作成することとした。また，3 章
に後述するガイダンス動画の内容に即した内容にするもの
として検討・制作した（図 3）。 
表紙のキャラクターについては，「警戒避難」や「土砂災

害」などをもとに土砂を捕捉する砂防堰堤をイメージした
キャラクターを検討した。また，作成説明書のデザインは，
マイ・ハザードマップ台紙や作成用シールと同様のデザイ
ンとなるようにした。

避難行動シール等
の貼り付け

避難場所や
避難経路の記入等
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図 3 作成説明書（抜粋） 

ガイダンス動画の制作 

2.5.1 ガイダンス動画の構成検討 
マイ・ハザードマップやマイ・タイムラインの作成支援を

行うツールとして，各自治体等では動画を制作している。
各自治体等で制作された支援動画を収集し，対象とする

災害や動画の構成を分析した。その結果，全体の内容につい
て，対象とする災害を土砂災害及び洪水・浸水とし，時間の
有無に応じてマイ・ハザードマップの作成ができるように，
チャプターに分けて動画を作成することとなった。作成者
に対する動画だけではなく，ワークショップ等の運営する
説明者に対する動画を計 3 本制作することとした（表 2）。 

表 2 ガイダンス動画の対象者と内容 

2.5.2 ガイダンス動画の構成案の検討・制作 
 2.5.1 にて収集した動画の形式として，「絵コンテ」によ
る動画がほとんどであったため，愛知県で制作する動画も
形式を絵コンテとした。
 愛知県のマイ・ハザードマップは対象災害を主に土砂災
害を対象としているため，収集した動画の中で参考となる
コンテンツ等も組み込み，絵コンテによる動画の構成案を
作成し，動画を制作した（表 3）。 

表 3 絵コンテによる動画構成案（抜粋） 

3. 模擬ワークショップの実施と作成キットの見直し

模擬ワークショップの実施概要
県・市町村関係者を対象に，開発した作成キットおよびガ

イダンス動画を使用し，マイ・ハザードマップ作成のための
模擬ワークショップを開催した（表 4）。
模擬ワークショップの実施の流れとして，①オリエンテ

ーション，②ガイダンス動画【勉強会編】の視聴＋意見交換
会，③ガイダンス動画【作成編】の視聴＋模擬ワークショッ
プの実施，④意見交換会とした。 
意見交換会では，作成したキットおよびガイダンス動画

についての意見を聴取した。 

表 4 模擬ワークショップの概要 

作成キットの見直し 
模擬ワークショップ等における意見を踏まえて，作成キ

ットの見直しを行った。見直した作成キットの修正内容を
表 5に示す。 

表 5 模擬ワークショップを踏まえた主な修正内容 

4. まとめ
本報告では，マイ・ハザードマップの作成キットの制作6)

と作成キットを活用した模擬ワークショップの結果につい
て報告した。 
今後の取り組みとして，継続的なマイ・ハザードマップ作

成支援を展開するとともに，住民へ土砂災害の危険性を伝
え，避難の重要性を認識してもらうことが必要である。 
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